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令和５年４月27日（木曜日）午後３時から 

  

１ 出席委員（６名） 

小 黒 仁 史    教育長 

三 留 利 夫   委 員 教育長職務代理者 

弘 瀬 知江子   委 員  

髙 橋 幸 子   委 員  

深 澤 佳 己   委 員 
 

北 内 英 章   委 員  

 

２ 出席職員（12名） 

教育総務部長 今 井  健太郎 

参事（教育施設担当） 河原田   光 

教育総務課長 鈴 木  孝 司 

教育施設担当課長 田 中  佑 典 

副参事（教育施設調整担当） 小 池  武 道 

副参事（教育地域力担当） 長 岡   誠 

学務課長 大 竹  豊 和 

指導課長 細 田  真 司 

指導企画担当課長 木 下  健太郎 

学校支援担当課長 鈴 木  啓 介 

教育センター所長 早 田  由香吏 

大田図書館長 後 藤   清 

 

３ 日程 

   日程第１ 教育長の報告事項 

   日程第２ 部課長の報告事項 

日程第３ 「議案審議」 

     第20号議案 大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
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（午後３時 00分開会） 

○教育長 

 ただいまから、令和５年第４回大田区教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日は、傍聴希望者がおります。 

 委員の皆様に傍聴許可を求めます。許可してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○教育長 

 傍聴を許可いたします。 

 

（傍聴者入室） 

 

○教育長 

 大田区教育委員会傍聴規則第７条により、傍聴人は、議場における言論に対して批評を

加え、または、拍手その他の方法により公然と可否を表明することは禁止されております。

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 これより審議に入ります。本日の出席委員数は定足数を満たしておりますので、会議は

成立しています。 

 まず、会議録署名委員に三留委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

 続いて、本日の日程第１について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○事務局職員 

 日程第１は、「教育長の報告事項」でございます。 

 

○教育長 

 本日は３点報告をさせていただきます。 

 １点目は、小学校の特別支援学級の開級式についてです。４月 14 日に南蒲小学校、４

月 17日に六郷小学校で知的障害の特別支援学級の開級式が行われました。 

南蒲小学校では、１年生から３年生までの児童５名、六郷小学校では、１年生から３年

生までの児童７名を迎えて開級いたしました。 

南蒲小学校、六郷小学校での開級となりましたのは、大田区の南部の地域にある特別支

援学級の児童数が増加したためです。児童が安全に登校でき、適正な人数で一人ひとりの

児童の特性や教育ニーズに応じた、きめ細かな特別支援教育が実施できるようにというこ

とで開級いたしました。 

 開級式では、保護者や地域の方、校長先生方が集まり、特別支援学級らしい和やかな開

級式となりました。 

 子どもたちが大きな声で返事をしたり、歌を歌ったり、保護者の方と隣り合わせて座っ

たりと、子どもたちの一生懸命な姿が大変印象的でした。 

 障害のあるお子さんが自立し、生活できるように成長するまでには、多くの人の関わり
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や支えも必要でございます。障害のある方も共に暮らせる社会を築いていくこと、また、

そのために教育を充実することの必要性を、式に参加してお子さんや親御さんの様子から

強く感じるところでございました。 

 大田区におきましては、特別支援教育の在り方を明確にし、さらに推進していきたいと

思っています。 

 ２点目は、新おおた教育ビジョン策定委員会の開催についてです。４月 19 日、新おお

た教育ビジョン策定委員会を教育委員会、区の関係課長、小中学校長会の校長先生方を委

員として開催いたしました。 

 新たな教育ビジョンは、大田区の教育基本計画であり、次年度から５年間の教育の施策

及び生活指標等を定めるものでございます。 

 大田区教育委員会ではこれまで、５年ごとに３回の教育基本計画を策定し、着実に教育

施策を推進し、教育の充実・発展に努めてまいりました。 

 第１回新おおた教育ビジョン策定委員会におきましては、事務局から策定までの手順等

を説明させていただいた後、校長会の校長先生一人ひとりから教育ビジョンについてのご

意見等を、学校での実際の教育活動の実践等を踏まえて述べていただきました。 

 新おおた教育ビジョンが教育活動の指針となるとともに、大田区での教育の実践に浸透

していって、児童・生徒の姿として現れてくるといったものになるように熟議を重ねて、

充実したものとなるように、さらに策定を進めてまいりたいと思ってございます。 

 ３点目は、大森第六中学校の研究についてです。大森第六中学校は、研究主題に「持続

可能な社会を構成する担い手の育成を目指して」という主題を掲げまして、副主題には、

「未来を想像するコンピテンシー」を取り上げて研究に取り組んでいます。 

 先日、学校に伺わせていただいて、どのような研究であるか、校長先生からお話を伺っ

てまいりました。その後、生徒の様子も見せていただいて、午後に伺ったので、下校前の

帰りの会を見せていただきました。 

 印象的だったのは、生徒が主体的にその会を運営していることでございました。次の日

の授業について科目ごとに、どういう授業をして、どういう準備をすればよいかというこ

とをそれぞれの担当が端的に話していました。それをほかの生徒たちも非常に熱心に、集

中して聞いている様子がございました。 

 また、印象に残った記事を司会の生徒が発表して、どういうところが印象に残り、課題

であるかということを話しておりました。学級全体に話を聞き合う。短い時間で端的に話

す。そういうような生徒が主体的に学習に取り組もうという姿勢が、強く伺われたたとこ

ろです。 

 この子どもたちの主体性を生かした教育をどのようにするかということが、今後の本区

の大きな課題であるかと思いました。 

 校長室に戻り、校長先生にどのようにすれば生徒たちが主体的に学校活動に取り組むの

かというようなことを質問したところ、何のために学ぶのか、生徒たちが学ぶことの意味

を理解しているからだと聞きました。 

 大森第六中学校では、ＳＤＧｓ等を取り上げて、生徒一人ひとりが現代社会の課題とい

うのにしっかりと向き合って、様々な活動に具体的に参加することで課題解決をしていく。

そういうような行動を起こす力というのを高めているそうですけれども、子どもたちが何
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のために学んで、どのようにすればよいのか。その学ぶことの意義を十分考えながら、よ

り良い課題解決、学びの本質的な課題意識を高めているのかなと思いました。 

 生徒たちの主体性を育てるには、さらなる教師の働きかけの工夫が必要だろうと思いま

す。そうやって全ての小中学校に主体性を育てていくことが大事だというように課題認識

したところでございます。 

 以上、３点について報告をさせていただきました。何かご質問、ご意見がございました

らお願いします。 

 

○三留委員 

 私からは、新学期に入りまして何人かの校長と意見交換をしたり、学校訪問をしたりし

ましたので、それについて報告をいたします。 

 校長先生との意見交換では、多くの学校で順調に新学期が迎えられているという感じが

いたしました。 

 ただ、課題の対応が必要なことも出ております。例えば、教員不足への対応が必要な学

校もあります。 

 各学校で新規採用教員が増えて、その育成を図っていくことも課題の一つです。教育委

員会として、研修体制の充実を図り、若手教職員の力量向上になる取組を推進していただ

きたいと思っております。 

 それから、新型コロナウイルス感染症が５月から５類になることもあり、文部科学省か

ら「マスクの着用を求めない」という通知が出されているわけですが、学校長が、全校朝

会で子どもたちに「しなくていいですよ」と話しても、まだマスクをしている子のほうが

多いと聞きました。 

 ただ、幼稚園とか、保育園から上がってきた新１年生は、ほとんどマスクをしていない

ということでした。 

 インフルエンザも一部学校で流行し、学級閉鎖をしている学校があると聞きました。こ

の時期にインフルエンザというのは気になります。12～13 年前、私が校長をやっている

ときに、真夏にインフルエンザが出たことがありまして、そういうことがなければよいと

心配をしているところです。 

 新型コロナウイルス感染症の動向も含めて、感染症対策については、依然として対応が

必要になると感じています。 

 学校公開も始まりました。先週の土曜日に、東調布中学校の学校公開に行ってまいりま

した。校長先生の話によると、制限なしで公開したのは久しぶりということで、思い切っ

てやりましたというようなことを言っていました。保護者の方や地域の方が入っていまし

たけども、そんなに過密になっているという感じはしませんでした。 

 中学校でも、マスクは大部分の生徒がしていました。わずかですが、していない先生や

生徒もいました。これから生徒の判断で少しずつ変わっていくのではないかと思っていま

す。 

 公開資料もきちんと用意され、どのクラスも落ち着きのある中に、生徒の主体的な学習

が見られました。グループでの話し合い、調べ学習など、講義型でない授業が増えてきた

という感じがしています。 
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 タブレット端末も、例えば画像を拡大しての観察、英語のスピーキングの補助、調べ学

習など、様々な使われ方がなされていて、効果的に活用されている感じがしました。指導

方法やＩＣＴ活用など、授業改善が進んでいると感じました。 

 多くの保護者とか地域の方々が参加していましたけれども、学校公開については、開か

れた学校づくりに重要な機会となります。今後、各学校で学校公開が始まりますけれども、

公開資料を用意するなど、充実した取組になるように努めてもらいたいと思っております。 

 

○教育長 

 ありがとうございました。 

 ほかにありますか。 

 

○北内委員 

 私は、入学式に出席いたしました。 

４月６日は、田園調布小学校の入学式に出席しました。こちらは、３クラスで 90 人の

新入生が入学し、子どもたちは目を輝かせながら、楽しそうな雰囲気でした。 

 ４月７日は、大森第八中学校の入学式に出席いたしました。こちらは、６組を含め 167

名が入学しました。生徒と保護者さん、在校生も出席し、ほぼコロナ禍前と同じ形式でさ

れていました。 

 ５月からコロナは５類になって、新しい学びの形になっていくと思いますが、ぜひ楽し

い学校生活を送ってほしいと思っています。 

 

○教育長 

 ありがとうございます。 

 ほかにありますか。 

 

○弘瀬委員 

 今までの話とは別件になりますが、先々週、第 120 回日本内科学会総会が、三日間にわ

たって東京国際フォーラムで行われました。 

 今回の主宰会長は東京大学循環器内科学の小室一成先生でした。 

 先生は閉会の言葉をチャットＧＰＴで検索したところ、素晴らしい挨拶文が表示された

ようでしたが、それをそのまま使ってしまったら、自分の言いたい言葉になっていないと

思い、自分の言葉で挨拶をしますと前置きがありました。小室先生はその挨拶の中でウィ

リアム・アーサー・モードという人の言葉を紹介してくれました。 

「普通の教師は、言わなければならないことをしゃべる。良い教師は、分かりやすいよ

うに解説する。優れた教師は、自らやってみせる。本当に偉大な教師というものは、生徒

の心に火をつける。」 

その名言を聞いて毎年、地域医療を学ぶために開業医のもとに勉強しにくる研修医に対

して、私も研修医の心に何らかの火をともすことができればいいなと思いました。 

 

○教育長 
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 私も、子どもたちの心に火をつけたいです。そんな感化ができるような教員を育てるこ

とが大事です。 

 ほかにございますか。 

 

○深澤委員 

 大田区の区長が代わりまして、おおた教育ビジョンの策定の件もありますし、区長とは

連携をしながら進めていくべきであると考えますので、早い時期に区長と教育委員会との

意見交換の場を作っていただいて、円滑な教育行政が進んでいくように、事務局で取り計

らっていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

○髙橋委員 

 私は毎月、地域の小中学校から学校だよりをいただいています。４月号でとても印象に

残ったのは、先ほど教育長がおっしゃったように、中学生は主体的に取り組むということ

と、先輩がやってきたものを引き継ぐためには行動を起こして、自分たちも何かしなけれ

ばならないということでした。 

小学校ですと、心を育てるといったことが書いてありまして、子どもたちがこれから１

年間、学校生活をしていくうえで、勉強だけではなくそういう点も、先生方には見ていた

だけるのかなということで、とても感動した４月号でした。 

 

○教育長 

 よろしいですか。 

 それでは、次の日程に移ります。 

 日程第２について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○事務局職員 

 日程第２は、「部課長の報告事項」でございます。 

 

○指導課長 

 私から令和６年度使用小学校教科用図書採択に係る委員会の設置について、ご報告いた

します。 

 令和６年度から使用する小学校教科用図書について、各教科及び特別の教科、道徳の教

科用図書の採択を、今年度実施いたします。採択に係る事務を公正かつ円滑に行うため

に、地方教育行政の組織及び運営に関する法律及び義務教育小学校の教科用図書の無償措

置に関する法律に基づき、大田区教科用図書採択要綱第２条第２項の規定により、教科用

図書調査委員会と教科用図書資料作成委員会を設置します。 

 別紙のとおり、教科用図書調査委員会は、同要綱第５条の規定により、学識経験者３

名、学校関係者３名、区民代表３名でございます。教科用図書資料作成委員会は、同要綱

第８条の規定により、委員数は 66名となります。 

 また、教科書展示の期間は６月１日から６月 30 日までとし、会場は池上会館３階科学

室、大森第五小学校、糀谷小学校、蒲田小学校で予定をしております。 
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○教育長 

 ただいまの報告に対しまして、ご意見・ご質問はございますか。 

 それでは、次の日程に移ります。 

 日程第３について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○事務局職員 

 日程第３は、「議案審議」です。 

 本日は、第 20号議案のご審議をお願いします。 

 それでは、議案を読み上げます。 

 第 20号議案 大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

 それでは、ただいまの議案について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○教育総務課長 

 第 20 号議案 大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令について、

ご説明させていただきます。 

 労働安全衛生法及び同法施行令の規程によりまして、常時勤務する教職員が 50 人以上

の学校は、衛生委員会を設置することが義務付けられております。 

 このたび、大田区立学校衛生委員会を設置する学校が変更になるため、別表の改正を行

うものでございます。ご審議をよろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

 ただいまの報告につきまして、ご意見・ご質問はございますか。 

 

○三留委員 

 教育総務課長から話があったように、大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部の改

正については、労働安全衛生法及び同施行令の改正に示されている職員 50 名以上の事業

所に衛生委員会を置かなくてはならないことに基づくもので、法の規程に沿った改正と捉

えております。安全衛生委員会のある学校は、私が校長を務めた頃は、区内でも大規模な

１、２校ほどしかなかったと記憶していますが、各学校で教員以外の職員が増え、19 校

まで増えたということになったかと思います。 

 学校における労働安全衛生管理体制の整備というは、教職員が教育活動に専念するため

に、極めて大切なことです。衛生管理者である校長を中心に、教職員の健康管理をしっか

り進めてもらいたいと思っております。 

 併せて、職員数 50 名に満たない産業医の就かない学校においても、安全衛生委員会を

設置する学校と同じように、教職員の健康管理がきちんとできるよう、教育委員会として

支援してほしいと思っております。 
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○教育長 

 ほかにご意見はありますか。 

 

○弘瀬委員 

 今、三留委員がおっしゃったように、教職員が 50 名以下の学校では産業医がいません

が、学校医が教職員の健康管理の指導をすることとなっておりますので、学校医を是非、

利用していただければと思っています。 

 

○三留委員 

 基本的に 50 名以下の学校も、産業医の要件を備えた医師等に教職員の健康管理を行わ

せることが、努力義務としてあるのではなかったでしょうか。 

 対応の仕方について、今後の検討ができるのではないかと思います。 

 

○弘瀬委員 

学校医は児童又は生徒及び職員の健康上改善を要する事項があるときは、学校長に意見

を具し、適切な指導及び助言を行わなければならないと規定されていますが、あまり利用

されていないようです。ぜひとも利用していただきたいと思います。 

毎年、学校医の新規指導講習会を行い、学校医の職務について説明を行っています。 

 

○教育総務課長 

 ご意見、ありがとうございます。 

 学校医にしても産業医にしてもフルに活用していって、教員が心身ともに健康であると

いうことが、良い教育を提供できるということの大本になると考えておりますので、しっ

かりと努めてまいります。ありがとうございます。 

 

○教育長 

 ほかに、ご意見・ご質問は、よろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○教育長 

 それでは、原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○教育長 

 それでは、第 20号議案につきましては、原案のとおり決定いたします。 

 これをもちまして、令和５年第４回教育委員会定例会を閉会いたします。 

（午後３時 25分閉会） 



令和５年 第４回 教育委員会 定例会  ４月 27日(木) 午後３：00～ 

                                 教育委員会室 

＜教育長の報告事項＞ 

 

＜部課長の報告事項＞ 

□教育総務部長        

□参事（教育施設担当） 

□教育総務課長        

□教育施設担当課長      

□副参事（教育地域力担当）  

□副参事（施設調整担当）   

□学務課長   

□指導課長     令和６年度使用小学校教科用図書採択に係る委員会の設置について 

□指導企画担当課長 

□学校支援担当課長 

□教育センター所長 

□幼児教育センター所長 

      □大田図書館長  

 

 

＜議案審議＞ 

第 20号議案 大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令 

  



令和５年４月 27 日 

令和５年第４回教育委員会定例会日程 

日程第１ 教育長の報告事項 

 

日程第２ 部課長の報告事項 

 

日程第３ 議案審議 

第 20号議案 大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正す 

る訓令 



 

令和６年度使用小学校教科用図書採択について    

 
                                      

１ 採択する科目 各教科、特別の教科 道徳 

 

２ 設置する委員会 

（１）教科用図書調査委員会 

  ア 構成   ９名 

         学識経験者３名、学校関係者３名、区民代表３名 

イ 内容   教科用図書資料作成委員会からの報告を踏まえ、各 

教科、特別の教科 道徳の教科用図書に関する調査 

報告書を作成する。 

（２）教科用図書資料作成委員会（各教科、特別の教科 道徳） 

  ア 構成   66名（11教科各６名） 

教職経験が豊かで教育研究の実績を有する教員 

イ 内容   各教科、特別の教科 道徳の教科用図書について情 

報を分析・整理して資料を作成し、教科用図書調査 

委員会に報告する。 

 

３ 教科書展示 

（１） 目的 

区立小学校並びに区民に教科用図書の閲覧・研究の機会を提供 

することを通して、教科用図書採択にあたっての区民・学校からの 

適切な意見を聴取する。 

（２）期間  

   ６月１日（木）～６月 30日（金） 

（３）会場 

ア 池上会館３階 科学室（土日含む、午前９時～午後５時） 

イ 大森第五小学校（平日、午前９時～午後５時） 

ウ 糀谷小学校（平日、午前９時～午後５時） 

エ 蒲田小学校（平日、午前９時～午後４時 45分、教員専用） 

 

４ その他 

（１）令和６年度使用小学校教科用図書採択事務進行計画（別紙のと 

おり）  

（２）学校教育法附則第９条の規定に基づき、令和６年度使用特別支援 

学級教科用図書を採択する。 



 第20号議案 

大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令 

 上記の議案を提出する。 

  令和５年４月27日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令 

 大田区立学校安全衛生委員会設置規程（昭和53年教育委員会訓令甲第13号）

の一部を次のように改正する。 

 別表を次のように改める。 

別表（第１条関係） 

大田区立入新井第一小学校 

同   馬込第三小学校 

同   梅田小学校 

同   池上小学校 

同   入新井第二小学校 

同   東調布第一小学校 

同   東調布第三小学校 

同   嶺町小学校 

同   池雪小学校 

同   小池小学校 

同   雪谷小学校 

同   大森第八中学校 

同   大森第七中学校 

同   糀谷中学校 

同   六郷中学校 

同   志茂田中学校 

同   矢口中学校 

同   御園中学校 

同   蓮沼中学校 

   付 則 

 この訓令は、令達の日から施行し、 令和５年４月１日から適用する。 

 （提案理由） 



 労働安全衛生法の規定により安全衛生委員会を設置すべき大田区立学校が変

更になるため、訓令を改正する必要があるので、この案を提出する。 



＜＜＜新旧対照表＞＞＞  

○大田区立学校安全衛生委員会設置規程  

 

新  旧  

大田区立学校安全衛生委員会設置規

程  

大田区立学校安全衛生委員会設置規

程  

昭和 53年 12月 22日  

教育委員会訓令甲第 13号  

昭和 53年 12月 22日  

教育委員会訓令甲第 13号  

第１条から第９条まで（現行のとおり）  第１条から第９条まで（略）  

   付  則   

 この訓令は、令達の日から施行し、令和

５年４月１日から施行する。  

 

別表（第１条関係）  別表（第１条関係）  

 大田区立入新井第一小学校    大田区立入新井第一小学校   

 同    馬込第三小学校    同    馬込第三小学校   

 同    梅田小学校    同    梅田小学校   

 同    池上小学校    同    池上小学校   

 同    入新井第二小学校    同    入新井第二小学校   

 同    東調布第一小学校    同    東調布第一小学校   

 同    東調布第三小学校    同    東調布第三小学校   

 同    嶺町小学校    同    嶺町小学校   

 同    池雪小学校    同    池雪小学校   

 同    小池小学校    同    小池小学校   

 同    雪谷小学校    同    雪谷小学校   

 同    大森第八中学校    同    大森第八中学校   

 同    大森第七中学校    同    大森第七中学校   

 同    糀谷中学校    同    糀谷中学校   

 同    六郷中学校    同    志茂田中学校   

 同    志茂田中学校    同    矢口中学校   

 同    矢口中学校    同    御園中学校   

 同    御園中学校      

 同    蓮沼中学校      

  

 


